










村 上 真 完
紀元前後の頃（遅くとも紀元 1 世紀）には， 新たに多くの経文が次々に作り
出され，編纂されて大乗の諸経典が出来上がってきたと考えられる。なぜなら，
紀元 2 世紀後半には後漢の都（洛陽） において支婁迦識による大乗経典（道行







のような人たちによって， どのようにして創作されたのか， という問題は， ほ
とんど明らかになっていない。 大乗経典がどのようにして出来たか， という問
題を解く鍵は， 恐らく経典自体に含まれていると考えられる。 今は， これまで
恐らく誰も注意しなかったと思われるsutrftntftbhinirhara (能演諸経， 善説諸
経， 経典を出すこと） という語を手掛りとして， この問題を考えてみたい。
この語はSamadhira}a-sutra(SR., N. Dutt ed., 月燈三昧経）に出ている。SR
第 1章には， その主題である「一切の存在の要素（法）の本性（自性， 体性 ）が
平等であることが詳しく明らかにされたという心統一（三昧）」(sarva -dharma­
svabhava-samata-vipaficita nama samadhi, 漢訳は諸法体性平等無戯論三昧）
の内容として， 約300の項目（宗教的， 倫理的， 哲学的原理や徳目， 教え） が
示されており， その大半が第38章と第39章において， 一々説明され， また第
17章の詩節（｛易）においても， それらの項目の大半が織りこまれている。 その




⑰)訳，那連提耶舎訳。 Tは『大正新脩大蔵経』， D はデルゲ版の略〕。










は，語根孔元（運ぶ， carry)に接頭辞nis(から出て， outof, forth, from) と







この第 1章に対応する第 17章の詩節 98aにはこう出ている。
sutranta-nir加ra-pade~u kausalarp (SR. p. 2451, mdo-sde sgrub-paがtshig-
la mkhas-pa D. 61a凡料修多羅能解知 T.15. 571a) 
〔和訳〕『経典を説き出す（経典演説の）文句に通暁していること。』
この nirhara(出すこと，演説，以下 n゚ と略す）は a゚ とほとんど同じ意味であ
ろう。第 39章には次のように出ている（以下，和訳を主として示す）。
『その中でく経典を説き出すこと（経典演説）に通暁（熟達）していること〉






bhutanarp dharmag抑 kusalakusalanam upamavadanaig sampra-
kasanata, dge-ba dan mi-dge-bagi chos yan-dag-pa ji-lta-ba-rnams dpe dan 
rtogs-pa brjod-pas yan-dag-par rab-tu ston-pago, 能顕—示臀喩本事善非善



















（例 2)dharma-pada,,..__,-kausalyam (SR. p. 17尺 chos-kyi tshig hes-par 








伴っている（ただし a・ の代りに n゚ を用いているが，意味は殆ど変わらない）。
『その中でく法〔を説く〕語句を説き出す（演べる）ことに通暁していること〉
(dharma-pada-n°-kausalyam, chos-kyi tshig bsgrub-Pa-Ia mkhas-pagi ses-
pa, 法句出生善巧智．）とはいかなることか。すなわち如実（ありのまま）な
る諸法の説示である (yathabhutanarpdharmagarp nirdesat,., chos-rnams 
yan-dag-pa ji-lta-ba bshin tu ston-pago, 認於如実法故）。』 (SR.p. 634正 3,








（例 3) 『それから，なるほど，この詩節を説き出すこと (gatha,.._,tshigs-su 
bead-pa mnon-par bsgrub-pa, 説二此イ易。｛易の演説）が述べられているとき，
月光童子は不可思議な仏法について甚深の瞑想を解明することに熟達を得た
(acintye~u buddha -dharme~u gambhira-nidhya pti-nirdesa-kausalyam anu-
praptat,., sans-rgyas-kyi chos bsam-gyis mi khyab-pa zab-mo nes-par 
rtogs-pa-la mkhas-pa rjes-su thob-po, 認不思議甚深仏法中ー得ニ一心安
住）。そして経典を〔説き〕出す光明を獲得したのであった (sutrftnta-n゚ftva-
bhasarp ca pratilabdhavan, 堪三能演二説修多羅—。①欠）。』 (SR. pp. 28011-












dharma-niscayarp dharma-paryayarp samadaya vartate, dge-bal]i rtra-ba 
dan bslab-pa dan yon-tan-gyi chos thams-cad gdon-mi za-bal]i chos-kyi 
rnam-grans)]di yan-dag-par blans-te gnas-na), 速やかに，中断せられない
雄弁のオ（弁オ）が出てくるものとなる（anacchedya• pra tibhana -mrJ a to 
〔SR.p. 28炉によっでniryatoと訂正〕 bhavati, spobs-pa rgyun mi chad-pa-
las nes-par gbyun-bar ggyur-ro)。そして不可思議なる仏法を説き出す（演
説する）ものとなる (acintya-buddha-dharma,....__,sca bhavati, sans-rgyas-kyi 
chos bsam-gyis mi khyab-pa-la mos-par ggyur-ro 〔信解するものとなる〕）。
また甚深なる仏法についての瞑想 (nidhyapti,nes-par rtog-pa) に達する。』















えめぐられた (parivitakhita)のではなくて，もう即座に私に閃く (tha¥J.asova 









「法話がお前に閃け」 (patibhatu…taip…dhammika-katha,S.I. p. 155) 
「法が説かれるように，お前に閃きがあれ」 (patibhatu taip…dhammo 









名詞 pratibhana(Rpatibhana, 弁オ）は，上に見た動詞 patibhatiの意味
をよく示している。R聖典では patibhana(弁才）を有する者 (patibhanavat)
とは， (1)聖典に関する弁オを有する者 (pariyatti-patibhanavat), (2)質問
に関する弁オを有する者 (paripuccha-p.), (3)証得に関する弁オを有する者
(adhigama-p.)のことである。 (1)は九分教を学得した者にあって「聖典に依っ
て閃くものがある (patibhati)」。 (2)は意味 (attha)・論理 (flaya)・定義





















親 (Vasubandhu, 5 世紀）の『倶舎論』 (Abhidharmako絨B加~ya) には，
『弁無凝解とは，正しく自由自在に言語表現しようとすることと，三昧に自在
を得て直観的に知ることとに対する不退転の智である (yukta-
muktabhilapitayarp samadhi-vasi-sarpprakhyane cavivartyarp jfianarp 




『法の智によって法無凝解 (dharma-pratisa平vid,chos so-so yan-dag-par 
rig-pa, 法無凝）がある。法の智における対象 (artha,don, 義）が義無凝
解 (artha-pr.,don…，義無凝）と呼ばれる。法の智に対する欲求 (chanda,
gdun-pa)が辞無凝解 (nirukti-pr.,nes-pagi tshig .. , 辞無凝）と呼ばれる。
法の智において言説をもって示すこと (vyavahara-desana, tha~sfiad-du 
ston-pa, 説二彼文字-),語ること (acak~aga, gchad-pa, 顕示），知らせるこ
と (prajfiapana,gdogs-pa, 施設），明らかにすること (prakasana,rab-tu 
ston-pa, 開暁），確立すること (prasthapana,rab-tu ggod-pa), 考察するこ
と (vicaraga,gbyed-pa), 分析すること (vibhajana,rab-tu gbyed-pa, 分
別），開示すること (uttani-karagata,gsal-bar byed-pa, 開示），滞ることな




聾でも痙でもなく言葉を語ること (anelamuka-vacanata,tshig mi 1:idor-shin 
ma lkugs dan mi dig-pa, 不謹塁不廿去訥ぶ臆することなく言葉を語る
こと (anavalina-vacanata,説不二滞著—言辞放任）。これが弁無凝解
(pratibhana-pr., spobs-pa…，楽説無凝）と呼ばれる。』 (SRp. 3105-12, D. 








SR 第 33 章には，過去の声徳 (Gho~adata, dbyans-byin)仏の滅後のこと
として，次のような文がある。
（例 5) 『徳音 (Sri-gho~a, dpal-dbyans)王が，その菩薩摩阿薩の大衆に懇請
したのは (bodhisattva-mahasattva-gagam adhye~ate sma, byan-chub-




vasi-vinayasanga"-'artharp, pha-rol-tu phyin-pa drug dan ldan-pa yan-dag-
par sdud-pa I bya恥 hub-sems-dpal:iisde-snod gzuns chen-po dan I thabs-
la mkhas-pa dan I dban dan 1:idul-ba chags-pa med-pa mnon-par bsgrub-
pa柏phyir,厖欲靡見足六波羅蜜菩薩蔵大陀羅尼善巧方便自在無凝—。』 (SR.











阿弥陀経』（阿弥陀三耶三仏薩棲檀過度人道経， T.12. 301a, 309c)や支婁迦識
訳『遺日摩尼宝経』 (T.12. 189c六波羅蜜及菩薩毘羅経），鳩摩羅什訳『菩薩蔵
経』（＝大宝積経，富棲那会第十七，巻 7,T. 1. 441b応六波羅蜜経），龍樹の





























(dhara1:1-pratilambha}_l, SR. pp. 207, 6406, gzuns thob-pa D. 6a1, 166b7, 得陀
羅尼 T.15.550b, 618b) とは，
『見た通りの諸法（教法）を如実に（ありのままに）捉われることなく明らか
にすることである』 (yatha -dr~tanarp. dharma1:arp. ya tha -bhutasa甲ga-
sarp.prakasanata, SR. p. 640> chos ji-ltar mthon-ba-rnams yan-dag-pa 
ji-lta-ba-bshin-du chags-pa med-par rab-tu ston-pa}_lo D.166b7-167a1, 随ニ
所レ見法—如実不レ忘顕示故 T. 15. 618b) 
と説明される。これは理解した教法を捉われることなく無凝に自在に明らかに
説き示すことを意味している。 SRはこのような陀羅尼に多く触れている。 SR
第 23章には 4種の智 (jnana) としての陀羅尼が説かれている。四種とは
(1) 一切諸行（潜勢力，現象）についての無限な説明の言説(ananta}_lsarva-
sarp.skara-paribha~a-vyahara}_l, }_ldu-byed thams-cad mtha}_l-yas-par bsad-
pa brjod-pa, 不可思議諸行言説）
(2) 音声についての無限な説明の言説 (ananta}_lsvara-paribha~a-vyaha-
rag, dbyans mtha}_l-yas-par bsad-pa brjod-pa, 不可思議呵責有為言説）
(3) 煩悩についての無限な説明の言説 (ananta}_l sarp.klesa-paribha~a-
vyahara}_l, kun-nas fion-mons-pa mtha}_l-yas-par bsad-pa brjod-pa, 不可思
議煩悩資助言説）
(4) 清浄なる功徳の利益についての無限な言説 (ananta-vyavadana-
gu1:anusarp.s恥 yahara}_l,rnam-par byan-ba}_li yon-tan-gyi (D. gyis) phan-
yon mthas-yas-par bsad-pa brjod-pa, 不可思議清浄資助言説） (SR. pp. 




『およそ陀羅尼とは智であり，それが法である。』 (ya…dharal}itaj jnanam, 
sa dharma~, SR. p. 310尺gzunsgan yin-pa de ni ses-pa~o I de ni chos-so, D. 



















（例 6) 『経典を説き出す用語に通達し (sutr~nta-n°-nirukti-kovida, mdo-sde 
sgrub-pa~ 紐es-pa~i tshig-la mkhas, 博通一切修多羅＿），光明となって地を
遊行する』 (SR.p. 2289-10=17.34cd, D. 58a8, T.15. 569c) 
という。そして仏の教えを説明する中に
『経典を説き出す（経典演説の）文句に通暁していること』 (sutr~nta-n°­




『経典を説き出す光明(sutranta-n゚avabhasa)を獲得した』 (SR.p. 28l1, 前記）
とも説かれる。第 36章には仏の説かれる経典は数えきれないなど多く無辺
(ananta, 無限）であると述べている詩節が続く中で
（例 7)『彼ら〔諸仏〕の経典の演説を〔数え〕知ることはできない』 (nate~a 
sutranta-n°janitum SR. p. 550叫36.24c,de-dag mdo-sde sgrub-pa§es-mi 
nus, D. 142b7, 不眉且知二彼所レ説経-T. 15. 607c) 
という。これまで見てきたような「経典を説き出すこと（経典の演説）』とは，
実は仏が法を説くように，経典を説き出すことである，と知られる。




わり（例 3), または自ら霊感の閃き（弁オ）を得て（例 4), その創作・創説が
行われたように説かれている。そしてこの経典の創作・創説は， SRが繰り返し
て説く「この三昧」の内容として菩薩の行うべき務めであった（例 1)。
もともと SRは長期間にわたって成長した経典である。まず SR第 34章に相
当する部分が支謙 (222-253)によって『月明菩薩経』 (T.3. 411a-c)として訳
出されたのが， SRの最初期の証拠であり，次いで先公訳と伝えられるが， 400
年頃の訳になる『月燈三昧経』（一名文殊師利菩薩十事行経， T.15. 620a-623a) 
はSR第 26,.__,28章に相当する。次の宋沙門釈先公訳と伝えられる『月燈三昧経』
(T. 15. 623b-629a)は，正確な意味での翻訳とは考えにくいが， SR第 23章に
類似する語句を含み，同章の存在を暗示する。 SRの全体像は那連提耶舎(557)
訳『月燈三昧経』 10巻（または 11巻。 T.15. 549a-619c)にいたって初めて知
られる。それより以前の SRの存在は，僧祐 (-518)の『出三蔵記集』に失訳欠
経として出ている「三昧王経五巻」 (T.5. 32a)の名が暗示している。これを



















a゚ の語が出ている。 SP第 16章初の散文の終わりの方に次のような文がある。
（例 8) 『〔諸菩薩は〕それぞれ真実に仏を讃美する詩節を説き出すことによっ
て，それら諸如来を讃美した』 (prthak-prthaggatha,..,_.,air bhutair buddha-
stavais ta甲stathagatan abh喋uvantisma K. p. 3299-10, W. p. 2819-10, 
so-so-nas tshigs-su bead-pa mhon-par sgrub-pa yan-dag-par sans-rgyas-la 
bstod-pa-dag-gis kyan de-bshin-gsegs-pa de-dag-la mnon-par bstod-do, D. 
13b八是諸菩薩以二妙音声—歌二無量頌ー讃＝歎諸仏＿，羅什訳， T. 9. 44bり
これは SR(例 1)と同様の用例である。 SP第 7章には次のような用例がある。
（例 9) 『そして比丘たちょ，法の説示を出す（演べる）ことは，これは諸の如
来の善巧方便であると知るべきである。』 (tathagatanam etad bhik~ava 
upaya-kau§alyatp veditavyatp dharma-desanか,.,_.s ca K. p. 1868, W. p. 
16522-3, dge-slon-dag chos-bstan-pa mhon-par bsgrub-pa de-ni I de-bshin-









(…parinirvagani 〔乱…vagay叫 mayaivatani kulaputra upaya-kausalya-
dharma-desana,...__.,-nirmitani K. p. 31712-3, W. p. 2708-10, …yons-su mya-
nan-las 1_1da1_1-bar bya-bal]i phyir I rigs-kyi-bu-dag nas thabs-mkhas-pas 
chos bstan-pa mhon-par bsgrub-pa de-dag sprul-to, D. 119a4, 又復言三其
入二於涅槃汝止是皆以二方便ー分別，羅什訳， T.9. 42bc, …而現二滅度—。諸族




るのであろう。このような a゚ の用例は SRの例と通ずるものである。
このほか SPには carya,.._.,(K.p. 685修行を起こすこと）， abhijfia,.._.,(K. p. 









（例 10) 『須菩薩よ。これは〔法の〕説示を出す（演べる）説明である (desanか～




便演説， T.7. 830b26) 
これは，先の（例 9)と同様であると理解できる。 Aには「般若波羅蜜（智慧の
完成態）を引き出す〔こと〕」 (prajfiaparamitam abhinirharati, A. p. 233庄
prajfiaparamitaya a0 A. p. 8716) という類の表現が繰り返されている。これを
鳩摩羅什は出二生般若波羅蜜ー，または生二般若波羅蜜ーと訳し (T.8.578c後の
施護も同様666bc),玄柴は出生の代りに引発という (T.7. 858ac)。a゚ のR訳
はこれまでの例と同じく mn.on-parsgrub-pa (現に作り上げ〔成就す〕ること）
を基本形とする (D.98aり。 A第 28章末では須菩薩が世尊に尋ねる。
（例 11) 「どのように般若波羅蜜が引き出されるべきですか (abhinirhar-























には思二惟般若波羅蜜-(T. 8. 469b24) とあって， a゚ は思惟である。
同様に第 7章では舎利弗が仏に「どのように般若波羅蜜は引き出されるべき
ですか」と問う。仏は答える（以下呼格省略）。
（例 12) 『色を引き出すこと (rupasya~) を見るべきです。同様に受・想・
行・識を引き出すこと(~)を見るべきです。およそ五蘊を引き出すこと(~)
が，般若波羅蜜を引き出すこと (prajfiaparamitayaa゚ ）と呼ばれる。このよ
うに用意しないことによって (W.anabhisarpskarel}a; V. はab…el}a;
mnon-par J:idu mi byed-pas), 五蘊を引き出すこと (a゚ ）が，般若波羅蜜を
引き出すこと (a゚ ），引き出すこと (a゚）と呼ばれる。』 (A.p. 8712-16, D. gga-s) 
この中で下線部の「引き出すこと (a゚ ）」を⑦訳にしたがって「引き出さないこ













dharmadhigamaJ:i, A. p. 6928, chos thams-cad don dam-par mhon-par 
sgrub-Pas chos khon-du chud-pa, D. 77a2, 玄柴訳，能引二発諸法勝義＿所レ証ニ












baladhanena, ses-rab-kyi spobs-pagi stobs bskyed-pa), 自分の智慧の閃き
（弁オ）の力に助けられて (p.-p. -baladhi~thanena, …stobs byin-gyis brlabs-
pas)般若波羅蜜を説くのか，それとも仏の威神力によって (buddhanubha-
























(2) 村上・及川『仏と聖典の伝承』（春秋社 1990年） pp.192-204に詳論した。
(3) 平川彰『初期大乗仏教の研究I』（春秋社 1989年） p. 221. 





upaya-kausalyai!J K. pp. 4l2・12, 424・14, 7l7; sna-tshogs mhon-par bsgrub-pa 
〔bstan-p叫 danrgyu dan gshi dan dpe dan dmigs-pa dan nes-pa!Ji tshig dan 
thabs mkhas-pa rnam-pa sna-tshogs-kyis; 以無量無数方便種種因縁響喩言辞
(T. 9. 7b4,a,13)'以種種因縁誓喩言辞方便〔力〕 (T. 9. 7h20, 12b9=羅什訳）。
Y asunori Ejima (江島恵教）， Indexto the Saddharma-Pu1JrJankas囚ra,東京，霊
友会， 1985-1993参照。なお KはH.Kern and B. Nanjio ed., St. Petersbourg, 
1909-12, W はU.Wogihara and C. Tsuchida ed., Tokyo 1934-35の略。
(7) D砥'abhumika-sutra (Dbh. 十地経）の aoの用例〔J.Rahder, Glossary of the 
Sanskガt,Tibetan, Mongolian and Chinese Versions of the D函'abhumika-s仰tra,
Paris 1928参照。 J.Rahder ed., D砥'abhumikasutraet Bodhisattvabhumi, Paris 
1926(R本）の所在は 2A等と，近藤隆晃『梵文大方広仏華厳経十地品』、l'okyo1936, 
中山書房昭和 37年（近藤本）の所在は p.101等と示す〕。
jfiana,-.., lQ, p. 1413; SH, p. 13611; SJ, p. 1372-4; 9Y, p. 16214; maha-
jfianabhijfia,-.., lMM, p. 225; abhijfia,-.., lOG, p. 18715; maharddhi-vikurval}a,--...., 
5K, p. 853; pral)idhana,-.., 4D, p. 712; llC, p. 2043; citotpada,-.., lGG, p. 203・4; 
citotpadatrpta,-.., lBB, p. 1812; krpa-karul}a,-.., lAA, p. 187; krpa-karu悼
maitry,-.., 2DD, p. 451-2; maha-karul}a,--...., 60, p. 1031 ; catur-apramal}a,--...., 7 A p. 
11410; buddha-ksetra-vithapanalamkara,--...., 3-4・ . 4D, p. 71 , 7 A, p. 11416; rupa-
kaya-laksananuvyafijana-vithapanalamkara ,-., • 7 A, p. 1151 ; kriyakriya,-.., 
2DD, p. 452; maha,-.., lDD, p.194; lMM, p. 226; sarva-svararpga-vibhakti-
嘩 uddhy-alarpkara,--....,7 A, p. 1152-3; sarvakara,-.., lOJ, p. 19714; sarvakara-
parisodhana,-.., 2P, p. 4l3; sarva-bodhisattva-vasita,--...., 11B, p. 2033-4; 〔sarva-〕
ta thaga ta-bala-vaisaradyavel)ika-buddha-dharma-lak~al}anuvyafij ana-svara-
gho~a-sampad,--...., 4D, p. 714-5 (〔 〕内は R本欠）； sarva-sattva-raga-dve翌
(18) 
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moha-klesa-jvala-prasama,...._, 7 A, p. 11413; traidhatuka-vithapanala:rpkara,...._, 
7 A, p. 11412; grama-nagara-udyana-nadi-saras-ta<;laga-pu~karigi-pu~pa-
phalau~adhi-vana-~ag<;la,...._, 5L, p. 35s-9_また Ga桝rjavyuha-sutra(P.L. Vaidya 
ed.)にも同様な a゚ の用例がある。しかし， sutra,.._,gatha,.._, のような例はないよ
うである。





















(9) 般若経類の aoの用例は EdwardConze, Mateガalsfor a Dictionary of the 
Prajnaparamita Literature, Tokyo 1967に示されている。本稿は他の aoの用例
を検討する余裕はないが，結論に変更を来すことはない，と信じている。なお A
には， sarva-dharmatma-bhava,...._,onama samadhil]. p. 24223; nana-ruta-pada-
vyafijana,.._,o nama samadhil]. p. 24Z26と，三昧の名称の中に a゚ が見られる。ま
た『二万五千頌般若』 (Pancavi平satisahasガkaPrajnaparamita, N. Dutt ed., =P) 
にも aoはakara,.._,onama samadhil]. P. p. 20213 (玄芙訳，引発行相三摩地，
T. 7. 76c10)と三昧の名に出ている。また divya-srotra,...._, P. p. 8413; asrava-
k~aya-sak~at-kriyabhijfia-jfiana,...._, P. p. 339-10; paramita,...._, P. p.1705; sapta-
tri祁ad-bodhipak~a-dharma,...._, P. p. 1705; apramaga-dhyanarupyabhijfia,...._, 
P. p. 1706; dasabala-vai蒻radyavegika-buddha-dharma,...._,P. p. 1706ゴ等は，三
昧や超能力や仏法に関係がある例である。また『一万八千頌般若』 (A§ftid砥'asi-
hasガkaPrajnaparamita, E. Conze ed. and tr., The Gilgit Manuscript of the 
(19) 
20 
心拉dasas励hasrikaprajnaparamitachapters 55 to 70, SOR. XXVI, Roma 1962, 
Do. chapters 70 to 82, SOR. XLVI, Roma 1974, =Ad) にも， akasak~aya,.,,_,ega
Ad. chap. 61, pp. 8625, 876•14 とある。これも例 11 と同様に解されよう。なお前
記の『大乗仏典』中の A(2, 3), SR (10, 11), Dbh(8), SP (4, 5)の訳註等は参照し
たが，その可否を今は論じない。
(10) Graeme MacQueen, Inspired Speech in Early Mahayana Buddhism I, I, 







(11) 前註 (7)と (9)参照。次に他の用例を索引類によって示す (p.等は再確認した）。
宇井伯寿『梵漢対照菩薩地索引』昭和 36年 (tathagata-sarp.codana-
samadapana,.,,_, p. 35p4-25; apramaga-kaya-vibhakti-jfiana,.,,_, p. 35126-21; 
aprameya,.,,_,muk.ha-jfianabhij腿 karma-upasarp.hara ,._, p. 35224-25 ; 
bodhisattva-samadhy,.,,_, p.17511). 
Gadj in M. Nagao (長尾雅人）， Madhyantavib肌:ga-B厨 ya, Tokyo 1964 
(abhijfiadi-guga,.,,_, p. 551; sarvakara-parisodhana,.,,_, p. 3512) ; Index to the 
Mahayana-s肋trala叫ara,Part One, Tokyo 1958 (pragidhana-maha-da翁,.,,_,IV. 
12b, p. 1515; dasa-maha,.,,_, p. 1528; guga,.,_, p. 5814; samapatty,.,,_, p. 10611 ; ,.,_}:t 
~a<;fvidha}:t p. 14316; abhijfia,.,_, XIV. 17a, p. 9218). 
Hidenori S. Sakuma (佐久間秀範）， SanskrtWord-Index to the Abhidharma-
samuccayabh~yam edited by N. Tatia with the Corガgende, 山喜房仏書林 1996
(rddhi-pada,.,,_, p. 8715; ,.,_,upaya p. 13313・14; vaise~ika-guga,.,,_, pp. 8l14, 1064, 
15015; navanupurva-samapatty,.,,_, p. 933). 
中村瑞隆『蔵和対訳究党一乗宝性論研究』東京 1967(asama-dharma-cakra-
pravartana,.,,_, p. 1714-15; sarvakara-varopeta-sunyata,.,,_, p. lll21-22). 
鈴木大拙AnIndex to the Lankavatara Sutra 1934 (upaya-kausala-parigraha 
,._, p. 1511-12). 
このほか F.Edgerton, BHSD参照。なお⑤ a゚ に対応する⑰abhiniharaは〔覚
りへの〕志向，願を意味し，本稿の扱う経典創作に関する a゚ の用例とは直接の関
係がないが，心の願いを発す（引き出す）という DBh等の a゚ の用例と接近してい
る。（初稿 8/11,註記増補 12/12,1998) 
【キーワード】 大乗経典成立論， abhinirhara,Samadhirajasutra, Saddharmapu桝rja-
ガkasutra,~t asahasガkaPrajiiaparamita 
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On the Creation of the Mahayana Scriptures 
(sutrantabhinirhara) 
Shinkan Murakami 
It is generally presumed that about the beginning of the Christian era (first 
century A.D., at the latest) many new scriptures (sutras) were gradually 
created and compiled into big volumes of the Mahayana Scriptures (Sutras). 
For as early as at the latter half of the second century A.D., a number of the 
Mahayana-sutras (AJ[asahasガka Prajガaparamita 道行般若経， Pratyutpanna­
samadhi -sutra 般舟三昧経， Ajatasatru-sutra 阿閣世王経 etc.) were for the first 
time translated into Chinese by Lokak�ema (支婁迦識） in the capital city 
Loyang (洛陽） of the Han (漢） dynanty, and the Chinese translations of the 
Mahayana-sutras as well as of the Hinayana-sutras were continued for cen­
turies till the eleventh century. The creation of the Mahayana-sutras should 
be continued till about the time when the Indian Buddhism became lost in the 
thirteenth century A.D. 
Why and how were the Mahayana-sutras created? What kind of religious 
movement and what kind of mentality created the Mahayana Scriptures? 
And how was called their creation? 
The author of this paper will tackle with these problems by a philological 
study of the word'sutrantabhinirhara' which perhaps no scholar has ever taken 
notice of, and which is found in the Samadhiraja-sutra (N. Dutt ed., SR. pp. 19庄
63911). It means'delivering (telling) scriptures'. We can find in the SR the 
compound-words in 'abhinirhara' (abbr. a0 or,..,__,) : gatha,..,__, (p. 28011), 
dharmapada ,..,__, (p.178), buddha - dharma ,..,__, (p. 28720), bodhisattva-pitaka­
maha-dharar:iy-upaya-kausalya-vasi-vinayasaflga,..,__, (p. 45711), and in the Sad­
dharmapurJef aガka-sutra (SP ) : gatha,..,__, (p. 3299), dharma-desana,..,__, (pp. 1868, 
31712) etc. In these cases a0 means 'delivering' or 'speaking'. In the AJfa­
sahasrika Prajnaparamita (A) we find desana,..,__, (p.173りand prajfiaparamitaya 
a0 (p. 8716) which means'creating prajfiaparamita'. These examples show that 
a0 means to create and deliv紅〔the sentences of the scriptures〕・ And at the 
moment of the creation of these sentences, the authors were inspired and 
endowed with the Buddha's supernatural power (anubhava)—they were, so 
to speak, communicating by telepathy and imagination with the Buddha, His 
disciples, gods and Bodhisattvas. And in order to have the inspirations or 
supernatural powers for them, learning, training and religious practices 
together with contemplation, meditation and concentration (dhyana, samadhi) 
must be needed. 
